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きっかけは、2004年

子育て応援団実行委員会
広島県、広島県医師会、広島県歯科医師会、広島市医師会、ＪＡ、広島テレビ

広島県内の団体･企業と協力して、全国に先駆けて
子育て支援をイベントとしてスタート

子育てしやすい
環境作りを目指す

広島グリーンアリーナ２日間

およそ４万人
広島グリーンアリーナ２日間

およそ４万人
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「子育て応援団モバイルサイト」により全国で子育てしやすい環境づくりを！

2008年～ フィーチャーホンサイト s-in
2011年～ ＰＣサイト、スマートフォンサイト s-in 完全無料サイト

年１回イベントから365日24時間配信へ
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後援：日本医師会後援：日本医師会
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感染症の予防：放送局としての役割

公平・中立な
情報発信

公平・中立な
情報発信

わかりやすい
言葉

わかりやすい
言葉

適切なメディア
の選定

適切なメディア
の選定

情報発信のポイント

子どもの発熱子どもの発熱

予防接種が複雑予防接種が複雑

子育て中の悩みで多いのは･･･

情報元表記情報元表記
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感染症の予防：放送局としての役割

2008年~
●子育て応援団感染症ニュース
●予防接種チェックリストを開発
●子育て応援団「はしかをゼロに！」

2008～ 感染症とその予防法としての予防接種情報の発信をスタート

もっと多くの人に
情報を届けてほしい

国立感染症研究所
感染症情報センター(当時)

国立感染症研究所
感染症情報センター(当時)

厚生労働省
健康局結核感染症課
厚生労働省

健康局結核感染症課
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データ放送
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本年度も３月末まで実施
日本テレビネットワーク28社

パンデミック時には内閣官房と連携予定

本年度も３月末まで実施
日本テレビネットワーク28社

パンデミック時には内閣官房と連携予定
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2014/10～ テレビ局として、全国初の感染症予防の専門サイトを開設
感染症・予防接種の専門家が監修

国を代表する
感染症･予防接種
の専門家と研究活動

国を代表する
感染症･予防接種
の専門家と研究活動

全国初、テレビ局が感染症予防専門サイト開設
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■ 協力：田辺三菱製薬(株) ■ 制作協力：日テレアックスオン ■ 制作著作：広島テレビ

衛星波放送

地上波放送

インターネット
動画配信

ＤＶＤ配布
医療機関/自治体/講演会等

映像コンテンツ

シリーズ全７回まで実施
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全国
ポータルサイト

インターネットサイト
全国30テレビ局連携

データ放送
日テレ系 28局実施

情報提供による発信

トピックス情報をスペシャル展開

ステージ
イベント

特別番組
全国放送

特別番組ＤＶＤ
全国へ配布

インターネット
動画配信

日ごろから
情報発信 特別な

情報発信
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情報発信を日常から特別へ、医療から防災へ
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あああああ

母子保健分野

第４回

厚生労働大臣
企業部門 優秀賞 あああああ

平成25年度

日本民間放送連盟賞
特別表彰部門

放送と公共性 優秀賞

子育て応援団クロスメディアプロジェクト 受賞
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IoT を活用して予防接種による医療事故防止を目指す
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子育て応援団アプリ

■アプリのダウンロード

１、各ストアから無料
でダウンロード

２、QRコードからアクセ
スしてダウンロード



予防接種における事故

平成26年度の１年間で予防接種における事故件数

5,685件

予防接種の間隔を
間違えてしまった

2,777件期限切れ
ワクチンの使用
889件

不必要な接種を
行ってしまった
660件

その他

※2015年10月29日に行われた第7回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会発表
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「母子健康手帳の予防接種履歴」
「既存の予防接種アプリ」

現状の予防接種スケジュールミスは解決できていない

解決方法はあるのか…

既存
多くの
予防接種
アプリ

母子健康手帳

そこで
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専門家チームと企画開発

総合企画監修 予防接種スケジュール取材監修 企画監修･コンテンツ監修

安井 良則 医師

大阪府済生会中津病院
感染管理室室長

■企画監修

製作著作

■後援：公益社団法人日本医師会
■研究：平成27年度日本医療研究開発機構研究の一環として立ち上げ
「ワクチンにより予防可能な疾患に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の向上に関する研
究」(研究代表者・大石和徳) の「メディアを活用した新たな予防接種啓発活動の試み」(研究分担
者・岡部信彦)の研究活動に協力。

■制作協力 ：株式会社コトブキソリューション
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ママのスマホでスケジュール表示して情報共有

医療機関PCでWeb用お助けツールで情報共有

子育て応援団アプリ
「予防接種お助けツール」

アプリ

保護者と医療機関と共有するために制作したアプリポイント1
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子どもの生年月日からオリジナルのスケジュールポイント2

美緒
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出典：厚生労働科学研究 新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業「予防接種後副反応サーベイランスの効果
的な運用とその行政的な活用のあり方に関する研究」予防接種における間違いを防ぐために

実際にあった予防接種事故 事例１

●生ワクチン接種１週間後に他のワクチンを接種してしまった。
＜正しくは、２７日以上あけて接種
生ワクチンは27日以上、不活化ワクチンは6日以上あける

予防接種間隔の間違い
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予防接種不可期間を自動計算ポイント3-1



出典：厚生労働科学研究 新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業「予防接種後副反応サーベイランスの効果
的な運用とその行政的な活用のあり方に関する研究」予防接種における間違いを防ぐために

実際にあった予防接種事故 事例2

予防接種回数の間違い
●ヒブワクチンの接種開始が７か月の子どもに接種を３回してしまった。
＞正しくは、２回
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予防接種回数を自動計算ポイント3-2

予防接種期間や回数に間違があるとアラート出力ポイント3-3



定期接種が増えた場合、システム追加ポイント4-1

年齢毎の特別対応ポイント4-2

＜事例＞
2016/10/1～
B型肝炎ワクチン

B型肝炎ワクチン
2016年1月1日生まれの一郎くんは、任意接種
2016年4月1日生まれの太郎くんは、定期接種

18
特例措置の対応 ＜事例：日本脳炎ワクチン＞



接種期間や残り期間をアプリプッシュ通知ポイント5
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①自治体モデル
広島県安芸郡府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略の一環として
府中町、府中町医師会、町民と連携した実証実験

②総合病院モデル
大阪府済生会中津病院にて、子育て世帯と総合病院の連携した実証実験

2015年10月実証実験を実施

日本医療研究開発機構研究として報告日本医療研究開発機構研究として報告

③全国モデル
子育て応援団アプリの利用者＝子育て世代を中心に実証実験
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●有効期限が切れたワクチンを接種してしまった。

実際にあった予防接種事故 事例3

ワクチンの有効期限切れ
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【現状の課題】予防接種お助けツール

そこで

課題１ ワクチンの有効期限切れ使用

課題２ 保護者アプリから医療機関と
情報共有する方法が面倒

ＩＣＴだけでは解決できない
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ICT (情報通信技術)
Information and Communication Technology

CPS/IoT (モノのインターネット)
Cyber-Physical System / Internet of Things

予防接種CPS/IoTソリューション

＋

子育て応援団
予防接種IoT
ソリューション

第１ステージ

第２ステージ

利用：主に保護者

利用：主に医療機関

▲
両者の意識向上

▼

課題解決 ＝ ICT ＋ CPS/IoT
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医療機関と共有

ワクチンの種類や有効期限等
ワクチン情報をバーコードリーダー読取

医療機関側パソコン

子育て応援団アプリ きょう接種予定のワクチン

1 2

3

バーコード
リーダーバーコード

リーダー

バーコードリーダで読み取った①・②の情報を収集＆システム解析する。その結果を③医療機関側パソコンにフィードバッ
ク。これらCPS ICT/IoTを活用して、予防接種に関する医療事故防止や予防接種履歴の電子管理実現をめざす。

おたふくかぜワクチン

有効期限が切れています。
2016年9月10日

接種対象期間に達していません。

生年月日・予防接種履歴等
アプリデータをバーコードリーダーで読取

解 説

システム解析

予防接種CPS ICT/IoTソリューション＠デモ
～情報社会からCPS ICT/IoTで新たな価値を ～
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CPS/IoT社会へ

データを収集し、解析結果をフィードバックすることにより
新たな価値や経験知を創造する社会を実現します。

情報社会

CPS/IoT 社会

仮想世界
（サイバー空間）

システム解析

医療ネットワーク パーソナル
コミュニケーション

自治体ネットワーク

実世界と
仮想世界の融合
実世界と

仮想世界の融合

ビッグデータによる
予防接種率管理
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新たな世界へ

予防接種お助け CPS ICT/IoTソリューション
～情報社会からCPS ICT/IoTで新たな価値を ～

医療事故
を防ぐ

予防接種情報
の電子化

ビッグデータ活用
予防接種率

26

グローバル社会において、感染症予防(公衆衛生)は重要
社会全体が感染症予防に努め、周りの人にも優しい社会を目指す。
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～世界各国から多くの人が流入することで懸念される感染症流行を迅速に探知するための感染症サーベイランス強化を行う～

政府が進める2020年オリンピック・パラリンピック東京大会に向けた
科学技術イノベーションの取組に関するタスクフォース

「感染症サーベイランス強化(リーダー府省･厚生労働省)」に広島テレビが参加

広島テレビとして
感染症サーベイランスの結果を、円滑に国民へ情報発信するためのプラット
フォームの構築を行う。具体策として、感染症への理解を促すｗｅｂサイト・予
防接種を補助するスマートフォンアプリの構築・普及。

広島テレビは、政府が進めるプロジェクトに参加


